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ドナー登録5万人突破、ありがとうございます
骨髄バンクには今5万人の善意が

今年 5月 末現在、 ドナー登録者の数が50,000人 となりました。登録を

中でもその後50歳の制限を超えるなどして、取 り消された方たちを差 ヒ

られる患者さんに、ご自分の骨髄を提供 しようという善意の方々が 5フ

目標は1□万人の登録

5万人になりましたが、 もっともっとドナー登録者数を増やしていく

えずの目標にしています。lo万 人いれば、骨髄移植の必要な90%の患罐

クを機能させて行くには、まだまだ多くの善意を募って行かなければ嗜

150人の患者さんが移植しました

すでに骨髄バ ンクを通 した、まったく血縁関係のない骨髄移植が、昨年 1月 から今年 6月 上旬までに150伊1が行われています。つまり150人

の方が骨髄 を提供されました。このまま順調に進めば、今年は月間10数人平均のペースで骨髄バ ンクによる移植が実施されることになります。
移植を待っている患者さんのため、一人でも多 くの移植が行えるよう、骨髄バ ンクのスタッフは全力を注いでいます。

私たちも骨髄バンクのサポーターです

うつみ宮土理さん (タ レント・作家)

知り合いに奥様が自血病になった方が

います。とても暗い表情でした。当然で

うにして行かなければと思います。

刀根麻理子さん (歌手)

次から次へ と現れる魅力的な作品や、思考の能

動性を奪う番組の数々。平和すぎるこの国で、私

たちはいつ しか人の痛みを理解 しない国民性を築

|,`し まったらしい。でも半世紀近く前までは、
信|じ

―
られないけどこの国も、確かに戦争をしてい

|卜11tt[ツ 7Я曹壌貫[連詈皐t,鴛俺t象「

II生|き たいと願う人たちに自分の人生のたった数

口|と 、少 しの骨髄液を提供するだけで、その人を

取 り巻 く微笑みの輪が広がるのなら、こんなステ

キなお手伝いはない。

10万人の目標にはまだ届かないけれど、着実に

増えているドナー希望者の輪。ガンバローよね、

ちょっと痛いらしいけどサ。

東ちづるさん (女優)

私の大切な人、愛 している人が死に直

面 しているとしたら…。私はそう考えて

ドナー登録をし、骨髄バ ンクのボランテ

ィア

'舌

動をはじめました。

現在、優秀なお医者様、研究を重ねた

薬、 日進月歩の医療器具、設備と、まさ

に準備万端の段階で人の善意だけが足 り

ないという、誠に残念で悔 しい状況です。

人が人を救 う。こんなに素晴 らしいこ

とがあるでしょうか。あなたの大切な人、

愛 している人が死に…と考えてみて くだ

さい。
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仕事に忙しい毎日の湯澤さんにとって、骨髄提供のための入院はあ

る意味で休養、 2冊の本を持って入院したそうです

をチェックする検査が行われました。      |‐ ■

「検査以外にすることがないので昨日はぐっす りと久しぶ りに眠 り

ました」
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採取当日の朝 8時半頃、お母さんに見送られて手術室の中ヘ

採取の前日には腎機能検査、これは全身麻酔のためには欠かせな

い検査です。        ___

うですが、その方は湯澤さんの向かい側、結局は足を向けざるを得

ない位置関係で した。

手術室では、麻酔科医 l名・採取医 3名 ・助手 l名・看護婦 l名の

6名 のスタッフによって骨髄採取が行われました

「昨日寝過ぎたのか、あまり眠れませんで した」 という湯澤さん。

淡々としていたにも関わらず「やはり緊張 していたのかも知れませ

んJと はご本人の弁。湯澤さんは独身、娘の骨髄採取 というので早

朝からお |サ さんが病室にやってきました。

「言い出したら私のいうことは聞きませんからね。で もいつ自分が

骨髄 をもらうil場 になるか も知れないからとも言ってましたJと 語

るお母さん。お父さんは「お前でお役に立てるなら」 と骨髄提供に

同意 して くれたそうです。
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移1直 される患者のいる

病院から医自F「が米ている

ことが確認され、麻酔が

施されうつ伏せにされて

午前 9時から採取が開始

されました。腸骨と
'Fば

れる骨盤を形成する腰骨

に、骨髄穿刺針 という特

別な針を刺 して注射器で

吸引して採取されます。

採取の 1週間前と 2週間

前にそれぞれ400oo、 合計

800oo採 血 した自己血を

輸血しながら行われまし

た

ドナー登録をしたのは 2年前、その半年後に依頼があり二次検査

をしました。その後は連絡 もなく一体 どうなっているのだろうと思

っていた頃、提供の半年ほど前になって適合する患者さんがお り、

提供の意志に変わ りがないかというアンケー トが
■‐14「や.ま

した。

仕事の予定と移植病院の態勢など、いろいろ関係者のご苫労があっ

たようです。
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まだ湯澤さんの体温の温もりが残つている採取された骨髄液は900

oo、 専用の骨髄運搬用バッグに入れられます

重忙賃〒」で気

て麻酔か

Ⅲ IIを |:15謙

と
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最初の適用″1で、会社ではかなリドタバタしたようです。こうしたドナー休暇制度が普及して、提供しやすい環境が整備されることを願いた

いと思います。

骨髄提供体験手記

献血の鬼である私は骨髄バンクができたのを知 り、こりゃ

イカンと登録に行った。 しばらくして二次検査、忘れかけた

頃に突然知 らない人からの電話、よくよく聞いてみるとコー

デ ィネーターで何 と適合する患者がいるという。ビックリ仰

天、決意の上の ドナー登録だがいざ連絡があるとドキ ドキし

てしまう利、であった。何同か忘|れかける頃になると連絡があ
った。(こ んなにゆっく,‐

`‐

患1暑

=|え

1よ大丈夫かな》と感じ
た。MLC検査の結果、骨|IⅢ ÍⅢIIII。 健康診断や家族

同席で意志の確認、自己血採取と病院1通 |ヽ が始まる。余談だ

がMLC以降の病院の対応 |ごぼ鷺tヽたt‐居並ぶ人たちを横 日に

すべてが優先、待ち時間がゼロ。庶民が病院でVIP気分を味わ

うには骨髄提供が一番だと妙なことを考えた。

とうとう入院当日、いきなり寝坊 して30分の遅刻。ペコペ

コしながら病室に案内 してもらいパジャマに着替えてゴロゴ

ロしていると、妙な違和感にとらわれた。健康 と大鼓判を押

された若いモンが昼間から病院のベッドにいるのは変だと気

づいた。先生が入れ替わり病室に来て、夜には麻酔の先生か

らの説明、ここまで来ると実感がわいてきた。晩ご飯は抜 き。

お腹が鳴 りっばなしで寝つけない。ご飯が食べたい、酒が呑

みたい、そのうちに恐怖′じヽが顔をもたげ 《麻酔事故第二号に

なったらどうしよう》《保険金の受取人を決めた遺言を書かな

きゃ》わけの分からないことを考えていると、いつの間にか

寝てしまった。

採取の朝。いつ もの寝ぼすけが 6時に起 きた。緊張 してい

る。やがて看護婦さんがス トレッチャーを押 して笑顔でお出

迎え。タイヤのついたまな板 と板前さんに見えた。まな板の

上に横になり、手術室へと運ばれる。マスクを付けられガス

が来たのを感 じ、いちにのさんで日を開けると、そこは回復

室、すべてが終わっていた。《あっけない》と思ううちに睡魔

湯澤さんの骨髄は移植の行われる病院から来た医師によつて運ばれ、

その日のうちに患者さんに移植されました

一生の思い出 桐野江直樹 (28歳・カメラマン)

に襲われた。 日頃の疲れか麻酔に弱いのか朝方まで寝たり起

きたり、時間の感覚がまるで無い。翌朝、車椅子で病室へ帰

った。意識ははっきりしているが麻87ttの 抜けがいまいちで、

腰が痛かった。頭の中は骨髄提供の感動ではな く、情けない

ことに食事 と煙草のことばか り。食事を 5分間で平 らげ喫煙

室へ。腰が痛 くて壁を伝い必死にはうようにたどり着 き、や

っと一服。食事 も煙草 も最高だった。午後、喫茶室で見舞い

の友人に「痛い痛い」と騒 ぐと「どこかの誰かが喜んでいる

んだ、感動的 じゃないか」 と言われ「そうだったね、どうで

もいいけど痛い」と自分勝手なことこの上ない。MLC検査以

降は患者さんのことなどすっか り忘れていた。更に一泊 して

看護婦さんから「退院 したら飲んで下さい」「何 ?」 「痛み止

③



順調に非1血縁者1問|の1移1植が実施されています

―骨髄提供者アンケート調査報告一

が希望を持って過ごされています。米国‐2骨髄づイクNMDPで も、

1987年 12月 に移植第 1例 を行い、1989年,月,こ 160例 1日 を行っていま

すので初期の移植実施速度は、日米ぼとん―どFHlじ11し ぇヽます。

骨髄 を提供 してくださった方々がその後 どのように過ごされているか、提体キ||―の|よ|う
な感想をお持ち

かということを調査 しています。今年 3月 までに提供 された ドナーのみなさんか ら頂いたアンケー トの

①非血縁者間骨髄移植実施例数

昨年 1月 日本骨髄バンクによる骨髄移植第 1例 を行って以来、移

植患者数は次第に増え、本年 2月 には100名 を超え、 6月 には150名

に達 しました。このうち、40名 以 卜の退院者を含め110名 ほどの方々

年■1月 月1問 累lpl

平成 5年 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成 6年 1月

2月

3月

4月

5月

1

2

5

1

9

6

10

4

12

12

17

7

7

13

17

11

12

1

3

8

9

18

24

34

38

50

62

79

86

93

106

123

134

146

結果をご紹介します。

●提供への不安はありましたか。
全くなかった  46%
少 しあった 52%
リト常にあった   2%

●麻酔への不安はありましたか。
全くなかった  44%
少しあった  52%
リト常にあった   4%

●麻酔に関連 した苦痛はどうでしたか。

わからない   18%
●骨髄提供を人に薦めますか。

5日          30%
6日       14%
7日 以 [1     6%

●提供後に健康の不安はあ りましたか。

2週間以上

1月 以上

無回答
●入院 日数は。

3日
4日

なかった

あった

提供する

提供 しない

り資く記臥う
[Rう

思わない

無回答

8%
1%
4%

8%
42%

739`

27%

7996

3%

5296

3796

10%
1%

軽かった

普通

重かった

2週間以 ト

1月 以 卜1

●痛みの持続は何日でしたか。
1～ 3日     27%
4～ 7日     24%
1～ 2週間   24%

●骨髄提供に満足 していますか。
満足 している  84%
特に何 も思わない16%

●もう一度提供 しますか。

709イ

26%
4%

13%
2%

全くなかった  2%
無回答 8%

●日常生活がもとに戻つた日数は。
1～ 3日     34%
4～ 7日     44%
1～ 2週間   9%

84%の方が不安や苦痛があっても提供 してよかったと思い、ほぼ同数の方がもう一度提供を希望 しています。少数の方が提供を望まず、人

にも薦めないと答えていますが、100%の 安全を保障できず、かつ体の負担が非常に大 きいので、人には積極的に薦めることはできない。あく

まで も自発的意志によるものである、と考えているのが理由でした。 しかし、 もう一度このような機会があったら必ず提供するだろう、とつ

け加えて答えている方 もいらっしゃいました。

|づらかった以外は本当に、も、だんと変わりありませんでした。●麻酔が

しヽたが、意識がしっかり戻ってからは熱も出ず、吐き気や頭痛もなく

;■|||「
ブがとても痛くつらかった。抜かれたあとの排尿がしばらく痛

けヽている。●採取中は固定されたうつ伏せの姿勢だったせいか、筋肉

の`|か もしれないと思ったが、一月後の現在は痛みがな くほっとしてい

'が

感 じられた。

うか。うわさに聞いていたよりは大 したことないんだと思われた方 も、

安全な骨髄提供のために関係者はさらに努力をしてお ります。

二次検査はお済みですか

骨髄バンクに登録 し、患者さんと適合 して実際の骨髄提

供までには、二次・二次の検査など、いくつかの段階を経

て行かなければなりません。登録 して頂いた 5万人の ドナ

ーのうち、 7割弱の方に二次検査を受けるよう依頼が出さ

れています。 しか し、依頼された ドナーの 7割程度 しかま

だ二次検査を済 まされていません。二次検査依頼のきてい

る方は、登録 している骨髄データセンターにご連絡の上、

甲‐めに二次検査をお済 ませ ください。

移転の際には骨髄バンクにも連絡を

二次検査の依頼や、さらに進んでコーディネー トを開始

するために、登録 ドナーにご連絡 しようとしてもとれない

場合が多々あります。引越や結婚などで、住まいを替わら

れた方は、ぜひ登録 している骨髄データセンターに移転の

ご連絡をください。31越の案内状を出す リス トの中に、骨

髄バ ンクも入れておいて ください。※ご連絡がとれな くな

ったり、二次検査依頼を 4回出したあと、検査に応 じてい

ただけない場合は登録を取消させていただきます。

④
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わが国の公的骨髄バンクが発足して2年半が経過しようとしています。これまでの簡単な足どりは、次のようなものです。

●平成 3年 12月  骨髄移植推j筐 財日1発足

●平成 4年 1月  ドナー登録開始

●平成 4年 6月  患者登録開始

都道府県別登録者数 (1994.5.31現 在)

提供1希望者 患■者 提供希望1者 患■1者

1し海
‐
道 3,392 京■都 1,902

青■森 6 大■阪 3 934

岩■1手 兵|1庫 1,655

宮■城| 奈|■良

秋■lllJ オ1歌饉

1山■|‐形 鳥■取

機■1島 740 1島■1根 344

茨|■城 1岡■1山
|

栃■木 658 広■1島 1,537

群■馬 1山|■■ 512

埼■玉 1 035 徳|1島

千■葉 1,291 番■川

東|1京 8,756 愛■媛

神奈川 2,734 高|1知‐ 268 7

山||1梨‐ 福|■岡 2,187

長■‐野 佐|1賀

新‐■潟 1,134 長■崎

富■山 育
=●

本

石
．

大|1分 12

福■1井 275 宮■崎

1岐■阜 麗児1島 665

静■1同 1,501 津■縄 328 4

愛■無 3.215 海|1外

三|1重

滋|1賀 合|1計 50,849 1,970

●平成 4年 9月  コーデ イネー ト開始

●平成 5年 1月  非血縁者間第 1号 移植実施

3

92年

3月  6月  9月   2月  3月  6月

年齢別患者登録状況(1994.531現在)

9月

94`三

2月   3三

疾|1患■1名 人数

薫/1再生1不良性貧燕

慢ll■ 1自lin病

叙饉自菫病 883

1骨髄異形1成症餞群

先天1性の1疾患

そ|の1他 5

合計 1 970

日本骨髄バンクの登録状況は、今年5月 末口現在で患者さんが累計で1,970名 です。この数は、これまでに登録した患1者の総数‐で、既|こ 移■

を終えられた患者さんを始め、残念ながら死亡された患者さんも含まれています。一方、一次検査済のドナー希望者数‐は101894名 で、この
't

は登録後に年齢制限の50歳を超過したり、検査登録後に取り消された方を除いた有効登録者数です。

患者 とドナーの都道府県別の登録状況は表 1の通 りですが、このうち ドナー数は各地の骨髄データセンター別の登録数で、必ず しもドナー

の居住地を表 してはいません。

1登録の中込をした方のうち約 4割の方が検査をすまされていないのが

「秋から大 きく飛躍 して伸びています。 しかし、最近になってやや登録

しがどの程度まで侶髄バンクによって登録 ドナーと適合 しているかは、

までに1,177名 の患者に二次検査済のHLA適合 ドナー候補がいます。こ

―のいる患者 1名 に平均 3人以上の ドナー候補が見つかっていることに

に頼が出され、全登録 ドナーの半分近 くが二次検査をすませています。

らたります。

⑤

ドナー登録推移表

患
者
午
齢

０
一‐‐‐‐～―――‐‐一一一，
議
〔

‘
一■
ｂ
歳

“
■
一器
歳

３６
歳
以
上

２６
～
３５
歳 計

人
　
数

1 97〔
'

疾患別患者登録状況(1994.5.31現在) HLA検索適合状況(1994.6.:現 在

登録1患者累計数

検索依頼中の患者数

二1次検査連合患者数

■次検査適合ドナー数 131

ドナー数 124

二1次検査適1合 ドナー数
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骨髄バンク事業は、 日本赤十字社の行うドナーの登録受付と

なって行う公的事業です。骨髄移植推進財団の財政がどのよう

万円)

HLA検 査及びそのデータ管理の協力を得て、 (財)骨 niH移植推進財11■ :

な状 |)せ にあるのかを、昨年度の決算 と今年度の予算をお知らせ します
=‐

J

平成 膨ヽ黒度1決算 宰餞膨年1縫予算

科ケ1覇 金ケ1額 |%| 金●願 %

収 :λ 寄‐付金 34.849 54 3 37.540 47 2

患1者負担金 10,416 16 2 24,080 30 3

1回庫I131助 1金|な|ど 5,381 12,924 16 3

基本財産澪11息 11 11

繰越金 12,519 19 5 4,000

雑収入 05

合計 64,193 79,497

支出| 普及広報費 10,677 16 6 14 17 8

||■ |デ |´|ネー■
―
ド費| 8,021 12 5 13,188 166

調1査●‐1研‐究費| 07 2.685

検査●‐保険料 9,347 14 6 14 680 18 5

管理費 3,464 54 3.009

基本財産1繰 1入 24,000 37 4 27 800 35 0

1繰越金(予 1備費) 8,215 12 8 4,000

合■計 79 497

骨髄バンクに寄せられたお便りより
骨髄バ ンクには様々な方からのご意見や感想が寄せ られています。その

いくつかをQ&Aの形で紹介 し、現在骨髄バンクが置かれている現状 と、私

たちスタッフの見解をご披露 したいと思います。

骨髄バ ンクでHLAの適合するドナーが 3人 4人 といることがわ

か り、コーディネー トが進められましたが、その全員に最終段

階で提供を断 られました。その間に私たちは何十万円というお

金を使い家の中は人の車です。患者であることの苦 しみに加えて、経済的

にも大変なのをご理解下さい。 (登録患者の家族より)

コーディネー トが開始されると、検査料などの費用は患者さん

の負担になります。 しか し家族の同意が得られないなどの理由

で、最終的に骨髄提供を拒否されるドナー候補 も多 くいます。

が骨髄バンクを支援する活動を行つています。財団ではそうしたボランテ

イア団体のご紹介もしております。

一見 しておわか りのように、骨髄移植推進財団の財政 :ま ll F、
~;

半が一般からの寄付金と、登録されている患者さんの負三 ■ こf

事業を支援 して頂けるように賛助会員を募って年会費 {E`=1■」:::・

個人 1万 P〕 )を 納めて頂いております。

この他、今年度よリー般からの小口寄付を募 る十ボー ,一 |'ti
始めました。

骨髄バンク‐サポーター募集中 !

骨髄バンク事業の運営にあなたの善

意をお寄せ下さい。

骨髄バンク・サポーター
0,|■■・|・ ■・|・・お・"."“ "0001日 ―l′ 000円

■1日 以上でお申込下さい。皆様の善

意が骨髄ィヾンク事業に生かされ、一人

でも
―
多|く の患者さんが骨髄移植によっ

て救わ
―
れるようにして行きたいと考え

ていま|す。 .

サポ■夕■及び賛助会員のお問い合

わせはフ
ー

'‐

■・ダイヤル(0:20-377-465)

でどうぞd‐ |‐ |‐

べ繋‐.次緊 編 集 後 記 内 ζ甍繋
● ドナー登録が 5万人 を超 え感無量です。 日本 人 |ま

ボランテ ィア精ネ申がないなんてウソ。貴重な時間を

割 き、痛 い経験 をして もよいという人が 5万人 もい

ます。●コーデ ィネー トが急増 しています。一般公

募の コーデ ィネーター養成研修が始 まりました。迅

速で きめ細かなコーデ ィネー トのためです。 ● 7月

にコーデ ィネー トマニュアルが改定 され ます。主な

改定点は欧米のバ ンク同様 に二次検査 をDNAタ イビ

ングに変更 します。●′
|十髄採取前後の状況 を把握 し、

ドナーの負担 を軽減す るためのフ ォローア ッフ
゜
体制

を充実 させ る作業 を進めています。安心で きる骨髄

提供の環境 を作 って行 きます。● ドナーを得なが ら

移オ直待機 の思者 さんが増 えています。今後 は医療体

制の整備 を重要な問題です。● 7月 は献 Jil推 進 月間、

骨髄移植 を始め輸血 を必要 とす る患者 さんがた くさ  |
んいます。健康 な皆 さんの (成 分)献血への御協力  |
をお願 い します。 (Y&N)              |

こうした場合は患者さんの負担する費用が無駄になるばかりでな く、他の

]i]:i[i:][i言::曇::l謡響寧雫:‐|ス
喜

!li[Illi[:::i13'il[[:][[]:[:i

:′ξiぁ考ギi糸「員じま:誦tttti:r争?,7,17111た
い

暴Tずあ

`露

南8彗重醤壕虜喜二言軍「程董套』言
.:霧

両葉ζ
ンティア運動も重要な部分です。全国各地のボランティア団体

今回より日本赤十字社骨髄データセンターのこ協力により、全 ドナー登録者に骨髄バンクニュースをお届けできることになりました。

⑥


